
国語科 第2学年瑠 指導案

日 時  平 成15年 6月 12日 体う 5校時

対 象 Aコ ース 16名  Bコ ース 7名

指導者 菊地 俊 彦 Gr転 斬難歎封

佐 木々 雄康 仏コース 2年1綱

1 単 筑拓   す きなお話を読もう
2 教 材4   ス イミー                ｀

3 単 元について

(1)児 童について

児童は、2年生になり、「みんなで読もう～ふきのとう～」の単元で、物語教材に触れ、語や文のまとまりや
内容などについて考えたり、会話文に気をつけて読んだりすることを学んできた また、下ゎけを考えながら読
もう～たん1勲ゴ～」の単元では、説明文の教材に触れ、時間的■購 、理由の説明の順序などを考えながら、
内容の大体をつかむ読みの学習をしてきた。1年生の 「どうぶつの赤ぢゃん」や 「この本、おすすめします」
また、「たん,勲ぎのちえ」の学習で、いろいろな読み物や友達が紹介してくれた本を興味を持って読むことや、
不思議だな、そうだったの力、などの感動を持ちながら興味を持って読むことも学習してきている。
2月に実施したNRTの 結果を見ると、通過率は、・職 こと・聞くこと」69.40/o全国比94「書くこと」52.70/0

全厚陀 9 5 噺 静こと」4 4 . 1 % 銀比 9 2 「寄韓■ 8 1 勘3 全国比■0 であつた 程需朝ミを申 たヽ3 駆 _ f
で全国を卜回つており、その中でも 「誰 こと」の領域が最も低い値を示している。llSを考えながら大体を

「″

読むは全国比102で、概ね身に付けてきているといえる。しかし、場面を想像しながら訪むこと鶴 、内容を
考えながら音読すること78と、大幅に低くなってVくる。
国詩に対する意欲は高く、進んで教科書などを読もうとする児童が多い。2年生も2ヶ月が過ぎ、語や文の
まとまりを意識した音読の仕方が、出来つつある。学校の図書室利用も多くb児 童がしている。しかし、読む
内容には偏りがあつたり、自分の読む力に見合つた本を、探せない児童もいる。
コース別学習についての意識調査の結果は、意欲面でのプラス傾向が 93%、理解面でのプラス思考が 83%
と高V難 を示している。「わかり帥 、」曙碑寸翻 できる。」というプラス思考の意見が多V、

(2)教 材について

低学年の 「読むこと」の指導内容!ょ 暢面の様子などについて、想像を広げながらよむこと。(ツ)」「語や
文としてのまとまりや内容、響きなどについて考えながら声に出して読むこと (工)」である。
― は、楽しくファンタジメタで、しかもドラマチックな物語である。知恵と勇気をもつて元気に生きて
いくスイミーは、児童にとって障れの存在となる。しかしそのT方 で、仲間と同じように、寂しい、悲しい気
持ちを持っていることが児童にとって、スイミーを身近な存在として受け入れやすいものとしている。
またこの教材は、叙述が詩的であり、体青止め・倒置法・比喩などが駆使されている。この表現上の特亀が、
自然と語や文のまとまり、リズムや響きについて児童が目を向けるように構成され、文章表現の面白さを十分
味わうことができるようになっている。
これらのことから、この教材を通して、児童は、場面の様子などについて想像を広げたり、感想の幅を広げ
たりしながら読み進めることができるであろう。また、物語の表現上の工夫により、言葉を大切にしたり、言
葉に気づいたりしながら声に出して読むことが可能となる教材であると考える。        v

(3)指 導にあたって

児童の実態からもわかるとおり、情静こと」の領域において、時間的な順序、事柄の順序などを考えながら
内容の大体を読むことは概ねできている児童が多V、 しかし、場面について豊かに想像しながら読んだり、内
容を考えながら読むことは身についているとは言いがたい。さらに、一部の児童は、文節単位でしか読むこと
ができなかったり、言語事項についても理解に時間を要したりしている。
そこで本単元の指導にあたっては、場面の様子などについて、想像したことを発表しながら、お互いに学び
あう陣 コース』と、教師中心に言葉に着目させながら、場面の様子などについて、しっかり読み取つていく
岡 コース』を設定し、児童の実態に応じた選択をさせていきたい。
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(4)コ ース別学習の進め方

段 階 1 次 2次 1 3次 4次

帥 韻

4  指 導目標

O登 場人物や出来事に興味をもち(進 んで読み取ろうとする。(関心 ・意欲・欄弱

O 相 手や目的を考えながら、「スイミー」
‐
の物語の紹介文を書く。怪く こと)

◎ 挿 絵なども参考にしながら、場百の様子を想像して読む。儒むこと)

◎ レ オ=レ オニの本やほかの― どを興味を持ちて話 。儒むこと)
0 1年 生で習つた漢字を書き、また、漠年の読み方に注意する。俸兼群郭勲
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5 身 につけたい基礎・基本の力

領  域 つけたい力 G動見目標・言軸瞬濁 腰 HttlJ 断 基 準 及 び 手 だ て

関心・潔府態

度

①盛場人物や出来事に興味を持ちt読
もうとする。

ア A:登 場人物や出来事に興味を持ちながら進んで

読もうとしてぃる。
B:登 場人物や出来事に興味を持ちながら読もう
としている。
C:登 場人物や出来事がはつきりわかるような板

書を心がけ、読書に興味を持つような環境を

作る。
話す・聞く ①物語の中の出来事やスイミーの気

持ちを、神手に分かるように話先
ア A:物 語の中の出来事やスイミーの気持ちを、相

手に分かるように、〕隠序を考えながら話す。
B:物 語の中の出来事やスイミーの気持ちを、相

手に分かるように話す。
C:話 をする相手を限定して、物語の中の出来事

やスイミーの気持ちを話す。

書くこと ①相手や目的を考えながら、「ネイミ
ー」の物語の紹介文を書く。

ア A:相 手や目的を考えながら、わかりやすく 「ス

イミー」の物語の紹介文を書く。
B:相 手や目的を考えながら、「スイミー」の物語
の紹介文を書く。
C:教 師の提示するひな型を参考に物語の紹介文

を書く。
読むこと 錬 なども家 にしながら、場面の

様子を想像して諦h

ウ A:本 文の言葉に着目しながら、場面の様子を想

像して胃記h

B:挿 絵なども参考にしながら、場面の構子を想

像して論 じ

C:ペ ープサー トなども利用して、場面の様子を

想像しやすくして、読み取らせる。

②レオ=レ オエの本やほかの絵本な
どを貼 を梅 て論 。

ア A:レ オ=レ オニの本やほかの絵本などを興味を

持つ
も
毬駿輔る。

B:レ オ=レ オニの本やほかの絵本などを興味を

降 詢 。

C:読 み聞かせを取り入れ、本に興味を持たせる。

百詳碧幸頁 ① l年生で習った漠字を書き、また、
漠字の読み方に注意する。

オ171 A:1年 生で習った漂字を書き、また、漢字の読

み方と書き方にに注意する。
B:1年 生で習った漂字を書き、また、漢手の読

みヴデに注泰卦する。
C:教 科書に読鵜 を書かせ、繰り返し音読を

するとともに、紹介文を書くときに、既習の

漢字を書かせる。     ′
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6 縛 革計画・氏 Bコース共通 (全14時 間)

層 学 習 活 動
時

間
評 価 規 準

中 話す。聞く 書く 論 諦

一
次

見
通
し
を
も
つ

③釣覚詠 ズ、登

易吻 、印

力める。

1

登場人物や出来

事を進んで読み

取ろうとしてい

る力、

萌    【感

想を書くことが出

来る力、

全文を読んで、登場人物、

出来章を読み取ることが

建 る力、

二
次

場
面
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
読
み
取
る

研 たちと楽し

く暮ら☆ を読

加 る。

1 兄弟たちと楽しく

暮境端子搬

しや る`力、

兄弟たちと楽しく暮らす

様子を想像しながら読み

取ることが出来る力、

俳 グロ特 と

スイミーの様子を

調 る。

1

マグロの磨子と

スイミーの気持

ちを想像して読

んX討 るヽ力、

マグロの様子とスイミー

蔚 ち鞭 しな力まら

青♂刃誼つ0ヽ る力、

③スイミーが出会

つ離 の生き物の

指荏Fを倦準着する。

１

（本

時

）

スイミーが出会

つた海の生き物

の様子を想像し

ようとしている

力、

スイ ミーが出会つた海の

生き物の様子を想像して

いる力、

ひ イミーと戎討ヽ

魚たらの様子を読

貌 る。

スイミーと赤い

魚たちの気持ち

を読み取ろうと

し0｀る力、

スイミーと赤い魚たちの

気持ちを想像しながら読

み験わてV る`力、

⑤スイミーが考え

た伸翔こついで読

貌 。

スイミーが考えた

働 め レ靖 静

取ろうとけ印 るヽ

力、

スイミーが考えた作戦に

つV てヽ読み取つている

力ち

腕 され撫 た

ちの様子姉

る。

解放された魚たち

の気持ちを読み取

ろうとしている

力、

解放された魚たちの気持

ちを想像しながら読み取

っ0ヽ る力、

二
次

読
み
取
っ
た
こ
と
を
表
現
す
る

①好きな場面を

選勢ヽ音誘練摺き

する。

好きな場面を選

び、音読をしよう

としている力、

好きな場面を圏へ 音読

練習をしている力ヽ

既習の漢宇や

新出漢字の読

み方に気をつ

けている力、

②呼きな文や工夫

していると思つた

がこを拝掌く。

好き破 や験 し

ていると思った文

を書こうとしてい

る力、

好きな文や工夫し

ていると思った文

を書くことができ

る力、

購 鯛

め、比聴表現に

ついて気がつ

V て`いる力、

③ 吹イミ判 効

語を照介する文を

書く。

3 進んで紹介の文を

書こうとしでr るヽ

力、

紹介の文赫 り

13合つて提熱 スヽユヽ

る力、

1年 生で習っ

た漠宇を使つ

て予`る力、

四
次

発
展
読
書
を
す
る

①レオ=レ オニの

ほかの作品を読

私

1
レオ=レ オニのほ

かの作品を読もう

としている力、

レオとレオニのほかの作

品を読もうとしている

力、

鋏 きお伊ヽ を訪

渉龍ヨ弓終レト芳る
1 好き移南新み、

友達に紹介しよう

としや る`力、

好きな本を読み、友

ヨこわかるように話

をしている力、
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7 月車時マ】推幕事
(1)ね らい

【関心・意欲・態度】スイミーが出会つた海の生き物の様子を想像しようとしている。
【読 む】     ス イミーが出会つた海の生き物の様子を想像することができる。

関心 ・意欲 ・絵度 誰

評
増
攀

①スイミーが出会つた海の生き物の様子
を想像しようとしている力、

②スイミーが出会つた海の生き物の様子を想
像することができる力、

い組
断
基
準

上
基
援
の
手
立
て

A

スイミーが出会った海の生き物の様子を
勘 韓 しようとしている。

スイミーが出会つた海の生き物の様子を言葉

を手がかりに2つ以上想像することができる。

B

スイミーが出会つた海の生き物の様子を
想像しようとしている。

スイミーが出会った海の生き物の様子を想像
することができる。

C

様子を想像できるように挿絵や資料など
を提示し、果味をもたせる。

・(上側 カードのとントを手がかりに、お

もしろいところやすばらしいところを考えき

せる。
・(下側 海底をイメエジしやすいような挿

絵などを用意して、想像させる。

… 1 1-



2)展 開 (Aコ ー

学  習  内  容 輔 教 師 の 指 導 価評

1 的 る。

2 課 題を確かめる。

3
コマグロが兄弟油教み込んだこと、スイミーだ
け助かつたことを確認する。
・暗い水のそこを泳ぐスイミーの気持ちをおさ
える。
・スイミーバ究穀輪 を取り戻すことをおさ
える。

スイミー,よ 海の中で、 とんなものに出会つたの力ヽ

3 見通ヒをも乳 2 ・ 「flfら しいもの」「おもしろいもの」を見
つけることを確認する。

4 学 習場面を音読する。

5 ス イミーが出会ったも
のについ切 る。
(1)く らげについて

(2)い せえきまど
←人翔

6 ス イミーが出会ったもの
について話じ合う。

スイミーの様子を想像す
る。

２

　

　

５

8

12

8

・スイミーが出会つた 「おもしろいもの」を6

つさがしながら読ませる。
O尉 伽こ出会つたものは何お亀
・ 「くら悦 としておさえさせる。
O ス イミーが出会つたのはどんな Fくら,カ
カ、想像してカー田こ書きましよう。
毬こ酌 きれいなくらげ。)
(ゼブ切 ように透き通つてきれ帆)
〇 他のものについても、自分がくわしく想像
してみたいもの範 でカー田こ書きまし
よう。(できたら他のものも想像しましょ
う)

'8モ えび ,・デルドーザ■みたいでゴツイ)
魚たち・・・糸に引う張られるみたいに動い

ておもしろし'
(こんぶやわかめの林・・くにゃくにやしてい
る。 ドロップみたいでつぷうぶα働
(うなぎ古..す ごく長Vや
くいそぎんちゃく・・ゆらゆらゆれる)i
O く わしく話したいものについて、自分の考
えを話しましょう。
O海 の中の様子を考えて、ノートにカードを
並べましょう。
・板書印観財ちb(の り付1カ
〇 「くらげ」に出会ったとき、スイミーはな
んて言つたでしまう?
・毒郊磁歌き出しにまとめる。
① ノートの海を泳ぎながら、「おもしろいも
の」に出会つたときのスイミーのつぶや書を
吹き出しに書きましょう。● くヽつでも)

網
カード

詢
嫌

8 学 習のまとめをする。

9 ふ りかえる。

9 嘩

5 ① スイミーが出会つた 「すばらしいもの」や
「おもしろいもの」について確かめる。

・学習のふりかえりをさせる。

・次の 内容を確認する。

(3)展 開にづいて
この展開ヤよ 上・中位詳の児童を対象にしたものである。言葉を手がかりにして、1つ 1つの出会っ
たものの様子をくわしく想像させるとともに、後半に,よその中を泳ぎながら元気になつていくスイ
ミーの様子をイメージさせていきたv、
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(2)展 開 Gコ ース)

学 習 内 容 輔 教 師 の 指 導 評 ` 価

前時を想起する。

課題を確かめる。 4

3 ・ マ グロがやってきて兄弟たち勧報ダ込んだことや、
スイミーだけが助かつたことを確認する。
・ ス イミーの心情についてしつかりと抑える。

(こわかった さびしかった とてもかなしかった)
・ 課 題を書く。

″スイミーは、毎の中で、どんなものに出会つたの力、

3 見 通しを持つ 2 ・ ど の段落を読めばよいのか確認する。

音読をする。

スイミーが元気を取

り戻すきつかけを読み

取る。

スイミーがどんなも
のを見て、どんなことを

思つたり感じたのか想

筋 る。

6

5

15

'本 時の場面を音読する。(一斉)

○ ど んな海の生き物が出てくるか気をつけて読み

ましょう。
' 登 場するものは何かを確認する。

係イミー く らげ い せえ6
・ 大 事なものは何か確認する。
○ ど うしてスイミーはだんだん元気を取り戻した
のだろう。

・ ス イミムの様子を想像させる。

伸もしろいものを見た )

・ 海 のすばらしいもの、面白いものの様子を想像させ

る。
① ス イミーが見たものは、どんなにすばらしいも
の、面白いものだったのかみんなで考えてみましょ

う。                 、
'一つずう順番に確かめていく。

(くら碗
〇 水中ブルドーザー

① ス イミーは海の生き物たちを見てどんなことを

思ったのでしょう。

諏

表侍 活動

誕

ノfト

発言

学習のまとめをする。

ふりかえる。

次時の予告

８

　

　

９

７

　

　

　

　

　

３

学習のまとめを書く。
スイミーになりきり、日記としてまとめさせる。

学習の振り返りをさせる。

次時の学習内容を確認する。

(3)展 開について

この展開低下位群の児童を対象にしたものである。下位群の中には、本文をすらすらと言読することが、難し

い児童や漢字をはっきりと認識できない児童もいる。また、声に出して読んでいても、内容の大体をつかめない

児童もいると思われる。そこで、学習司1僚の定着を図る意束からも、
一人学びの時間というよりも、みんなでサ

イドラインを引いたり、音読を正確にしたりということを大事にしながら読み取らせたいと考える。机間指導を

行い、全員が同じ作業ができるように注意したいと考える。
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